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一面が黄色に色づく　菜の花の町
　横浜町は県内でも最大の作付面積を誇る菜の花の町。毎年５月になると、町

内に点在する菜の花畑が一斉に咲き誇り、町全体に一面黄色の風景が広がりま

す。

　今年５月17日（土）、18日（日）には「2014菜の花フェスティバル in よこは

ま」、「第24回よこはま菜の花マラソン大会」が開催されますので、ぜひ横浜町

の“春”を堪能してください。



２あおもり

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
約

四
十
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
舘
岡
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
栄
誉

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お

喜
び
を
申
し
上
げ
る
。
二
十
六
年

度
の
地
方
財
政
対
策
で
は
、
地
方

交
付
税
が
景
気
回
復
に
伴
う
地
方

税
収
の
増
等
に
よ
り
約
二
千
億
円

減
の
十
六
兆
九
千
億
円
と
な
っ
た

が
、
地
方
交
付
税
の
別
枠
加
算
や

歳
出
特
別
枠
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
、

一
般
財
源
総
額
は
、
前
年
度
を

六
千
億
円
上
回
る
六
十
兆
四
千
億

円
と
さ
れ
た
こ
と
は
政
府
が
努

力
・
工
夫
を
し
て
頂
い
た
と
受
け

止
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方

の
財
源
不
足
が
恒
常
的
に
生
じ
た

場
合
は
、
交
付
税
の
法
定
率
を
引

き
上
げ
る
な
ど
、
来
年
度
以
降
地

方
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の

措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
我
々
町
村
長
は
、
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
個
性
を

最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
独
自
の

施
策
を
展
開
し
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
「
こ
の
町
や
村
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
町
村
の

実
現
の
た
め
に
、
邁
進
し
て
い
こ

う
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

表
彰
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
、
自
治
功
労
者
の
古
川
前

蓬
田
村
長
（
欠
席
）、
森
内
外
ヶ

浜
町
長
、
小
又
七
戸
町
長
、
金
澤

大
間
町
長
、
浜
谷
階
上
町
長
、
須

藤
新
郷
村
長
に
表
彰
状
と
記
念
品

を
伝
達
し
た
。

舘岡会長が町村財政基盤の充実強化等を
訴える

定期総会には町村長をはじめ約40人が出席

　

本
会
は
二
月
十
九
日
、
青
森
市

の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
定
期
総

会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
六
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決
定

し
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
な
ど
十
一
項
目
の
決
議
を

採
択
し
た
。
ま
た
、
議
事
に
先
立

ち
、
全
国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及

び
青
森
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

表　

彰

表　

彰
自
治
功
労
者

 
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
地
方
交
付
税
の
確
保
な
ど
決
議

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰
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ま
た
、
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
、

自
治
功
労
者
の
小
又
七
戸
町
長
ほ

か
、一
般
職
員
八
十
四
名
（
代
表
・

藤
崎
町　

高
木
浩
氏
）
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
森
内
外
ヶ
浜
町
長
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

　

表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
杣
谷
県
町

村
議
会
議
長
会
会
長
、
中
村
県
総

務
部
長
、
田
中
県
総
務
部
市
町
村

課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

境
は
、
急
速
に
進
展
す
る
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
や
、
景
気
回
復
が
未

だ
波
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
力
低
下
な
ど
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
村
が
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
い

た
多
様
で
個
性
的
な
地
域
社
会
を

目
指
す
に
は
、財
政
基
盤
の
充
実
・

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度

の
会
務
運
営
は
、
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密

に
し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た
め
、

町
村
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
町
村

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

た
政
務
活
動
を
、
県
内
町
村
の
創

意
と
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
積
極

的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
本
会
の

主
要
事
業
で
あ
る
町
村
長
の
健
康

維
持
増
進
の
た
め
の
健
康
管
理
事

業
を
は
じ
め
、
町
村
長
並
び
に
町

村
職
員
の
研
修
、
表
彰
、
町
村
職

員
採
用
試
験
、
法
令
外
負
担
金
の

規
制
、
会
報
活
動
等
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施

す
る
。
共
済
関
係
八
事
業
に
つ
い

て
は
、
公
有
財
産
の
保
全
、
町
村

職
員
の
生
活
安
定
を
図
る
立
場
か

ら
、
市
町
村
に
対
し
て
、
加
入
・

継
続
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
こ

れ
ら
を
も
っ
て
町
村
の
振
興
発
展

と
な
っ
て
議
事
に
入
り
、
は
じ
め

に
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
監
事
に

阿
部
今
別
町
長
を
選
任
し
た
。
ま

た
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
な
ど
議
案
四
件
に
つ
い

て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
古
川
副
会
長
が
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
農
畜
水

産
物
等
の
風
評
被
害
対
策
並
び
に

防
災
・
減
災
対
策
の
強
力
な
推
進
」

な
ど
十
一
項
目
の
決
議
を
朗
読
し
、

満
場
一
致
で
採
択
し
た
。
な
お
、

決
議
の
実
行
運
動
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

議
案
及
び
議
決
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

（
抜
粋
）
＝
町
村
を
取
り
ま
く
環

と
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

寄
与
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費

総
額
は
、
六
百
四
十
九
万
二
千
円

と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

案
＝
収
入
支
出
予
算
総
額
を
、
収

入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
七
千
九
百

二
十
八
万
九
千
円
（
対
前
年
度
比

四
百
九
十
三
万
円
、
一
・
八
％
増
）

と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
予
算
案
＝
経
常

収
支
計
を
、
五
千
二
百
九
十
五
万

九
千
円
と
す
る
。

決議文を読み上げる古川副会長

決　　議（項目抜粋）
１　東日本大震災からの復興と農畜水産物等の風評被害対策並びに防災・減災対
策を強力に推進すること

１　必要な地方交付税額等を確保するとともに、財源調整・財源保障の両機能を
堅持すること

１　償却資産に係る固定資産税及びゴルフ場利用税を堅持するとともに、自動車
取得税等の見直しにあたっては、町村財政に減収が生じないよう、代替財源の
確保を図ること

１　真の地方分権改革を強力に推進すること
１　市町村の強制合併につながる道州制は導入しないこと
１　ＴＰＰ交渉にあたっては、国益の堅持と重要５品目等聖域の確保に万全を期
すこと

１　農林漁業の振興による農山漁村の再生・活性化を図るとともに、現場の実情
を踏まえた米政策の実現及び食の安全・安心の確保を図ること

１　東北新幹線全線開業効果の継続獲得と観光振興を図ること
１　道路、生活環境など社会資本整備に係る公共事業費の必要額を確保するとと
もに、道路交通ネットワークの整備促進を図ること

１　厳しい雇用情勢の中、雇用・就業機会の創出のため、効果的な雇用対策を推
進すること

１　少子高齢化の進行に対応した医療・保健・福祉施策を強力に推進するととも
に、地域医療の確保・充実のため医師確保対策を推進すること

　

引
き
続
き
、
舘
岡
会
長
が
議
長 三村知事が来賓祝辞を述べる

議　

事

議　

事

二
十
六
年
度
予
算
を

原
案
ど
お
り
決
定
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町
村
長
（
在
職
四
期
以
上
退
任
）

　

東
津
軽
郡
蓬
田
村

古
川　

正
隆

町
村
長
（
就
任
三
期
）

　

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町森

内　
　

勇

　

上
北
郡
七
戸
町

小
又　
　

勉

　

下
北
郡
大
間
町

金
澤　

満
春

　

三
戸
郡
階
上
町

浜
谷　

豊
美

　

三
戸
郡
新
郷
村

須
藤　

良
美

町
村
長
（
在
職
十
年
以
上
）

　

上
北
郡
七
戸
町

小
又　
　

勉

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
渡
辺
伸
一
、
船
橋
英
樹
、

工
藤
隆
之
進
、
渡
邊
仁
志
、
立
石

智
代
美
、
佐
藤
光
枝
、
吉
川
美
奈

子外
ヶ
浜
町
＝
北
田
信
道
、
木
村
学
、

登
坂
光
春
、
高
森
殖
、
工
藤
学

蓬
田
村
＝
川
﨑
幸
治

鰺
ヶ
沢
町
＝
神
靜
、
工
藤
淳
、
工

藤
章
彦
、
笹
村
寛
志
、
澁
谷
和
彦
、

千
島
裕
治

深
浦
町
＝
菊
池
隆
志
、
奥
村
幸
樹
、

小
野
規
子
、
菊
池
浩
雅
、
黒
滝
秀

晴
、
八
木
橋
兼
喜
、
秦
賢
一

藤
崎
町
＝
高
木
浩
、
高
木
秀
光
、

佐
々
木
孝
尚

板
柳
町
＝
對
馬
勝
治
、
大
井
俊
介
、

安
達
て
る
子

鶴
田
町
＝
葛
西
由
美
子

七
戸
町
＝
氣
田
雅
之
、
岡
田
晋
、

甲
田
美
喜
雄

東
通
村
＝
石
田
義
宏

風
間
浦
村
＝
竹
村
勝
久

佐
井
村
＝
佐
々
木 

一
志

三
戸
町
＝
貝
守
昌
子

五
戸
町
＝
松
坂
力
、
川
村
豊
、
早

狩
千
春
、
向
山
佳
子
、
大
山
和
歌

子
、
若
田
部
修
、
田
守
百
合
子
、

川
村
美
奈
子
、
三
浦
民
子

田
子
町
＝
宮
村
博
幸

南
部
町
＝
岩
木
育
子
、
庭
田
貴
之
、

中
村
貞
雄
、
戸
室
正
樹
、
金
山
定

美
、小
橋
昭
裕
、岩
間
雅
之
、佐
々

木
朋
治
、
夏
堀
勝
徳
、
夏
堀
昌
也
、

夏
堀
恵
、
階
上
淑
江　

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
和
田

憲
誠
、
附
田
弘
子
、
甲
田
照
子
、

石
田
温
、
立
石
俊
樹
、
山
中
清
子
、

高
田
祐
一
、
工
藤
み
わ
、
田
高
久

仁
子
、
原
子
敬
子
、
吉
田
正
子

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
藤
谷

あ
ゆ
み
、
横
浜
節
子
、
風
穴
武
寿
、

三
角
久
二
夫
、
成
田
博
典
、
赤
石

久
美
子
、
市
ノ
渡
美
香
、
荒
谷
路

美
、
柴
崎
栄
子

鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合
＝
寺

沢
則
明
、
佐
藤
匡
浩

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

森内外ヶ浜町長が被表彰者を代表し謝辞

奥から森内外ヶ浜町長、小又七戸町長、金澤大間町長、浜谷階上町長、須藤新郷村長、藤崎町の高木氏

受賞おめでとうございます



５ 　あおもり

　

本
会
は
二
月
十
九
日
の
定
期
総

会
に
先
立
ち
、
二
月
三
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
平

成
二
十
六
年
第
一
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
、
舘
岡
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

理
事
会
で
は
、
二
十
六
年
度
事
業

計
画
な
ど
の
議
案
五
件
及
び
、
定

期
総
会
次
第
な
ど
の
協
議
事
項
七

件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
、
事

業
計
画
及
び
予
算
案
は
二
月
十
九

日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
に
提
出

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予

算
案

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共

済
事
業
等
特
別
会
計
予
算
案

○
議
案
第
五
号　

青
森
県
町
村
会

常
務
理
事
の
任
期
に
関
す
る
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
六
年

第
一
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総

会
次
第
案

○
協
議
事
項
２　

本
会
監
事
の
補

充
選
任

○
協
議
事
項
３　

決
議
案

○
協
議
事
項
４　

平
成
二
十
七
年

度
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す

る
要
望
運
動
案

○
協
議
事
項
５　

町
村
長
の
健
康

管
理
研
修
案

○
協
議
事
項
６　

北
東
北
三
県
町

村
長
中
央
研
修
会
・
交
流
会
の

実
施
案

○
協
議
事
項
７　

青
森
県
町
村
会

創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
案

第
一
回
生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
県

　

本
会
は
三
月
十
九
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成
二
十
六
年

第
二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
、
舘
岡
会
長
を
は
じ
め
役

員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
議
案
一
件
及
び

二
十
六
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町

村
の
部
）
の
提
言
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
決
定
し
た
。

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と
お

り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

青
森
県
町
村
会

常
務
理
事
及
び
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

一
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
本
会
定
期
総
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六
年

度
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

青
森
県
支
部
会
計
予
算
案

改
正
す
る
規
程
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
六
年

度
市
町
村
長
会
議（
町
村
の
部
）

に
つ
い
て
＝
平
成
二
十
六
年
六

月
三
日
に
開
催
さ
れ
る
同
会
議

で
、
次
の
十
五
項
目
を
提
言
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

１　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

と
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

２　

道
州
制
に
つ
い
て

３　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

４　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

５　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

６　

青
年
交
流
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

７　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対

策
に
つ
い
て

８　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策

の
推
進
に
つ
い
て

９　

地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

10　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定

運
営
に
つ
い
て

11　

健
康
づ
く
り
と
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
い
て

12　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

13　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

　

て
14　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

15　

学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の

強
化
等
に
つ
い
て

26
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

第
１
回
理
事
会
・
生
協
支
部
委
員
会

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

第
２
回
理
事
会



６あおもり

　

本
会
な
ど
県
内
地
方
六
団
体
と

農
協
中
央
会
は
二
月
五
日
、
東
京

都
内
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
関

す
る
緊
急
要
請
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の

協
議
が
進
む
中
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
国
民
に
対
す
る
詳
細
な
情
報

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
き
が

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

二
月
十
九
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
平
成
二
十
六
年
第

一
回
議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
舘
岡
管
理
者
を
は
じ

め
、
議
員
等
十
市
町
村
長
。

　

は
じ
め
に
、
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
組
織
会
に
お
い
て
、
議
長

に
森
内
外
ヶ
浜
町
長
、
副
議
長
に

飯
田
風
間
浦
村
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選

任
し
た
。
引
き
続
き
、
舘
岡
管
理

者
が
平
成
二
十
六
年
度
予
算
な
ど
、

四
件
の
議
案
の
提
案
理
由
を
説
明

し
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
た
結
果
、

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

 

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

八
億
七
千
百
四
十
六
万
九
千
円

（
対
前
年
度
比
七
千
九
百
九
十
一

万
余
円
、
十
・
一
％
増
）
と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
六

年
度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
市
町
村
税
滞
納
整
理
特
別

会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

六
千
二
百
四
十
万
五
千
円
（
対
前

年
度
比
七
十
一
万
千
円
、一
・
二
％

増
）
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
＝
県
が
五
十
五
歳
を

超
え
る
職
員
に
係
る
昇
給
制
度
、

並
び
に
四
輪
の
自
動
車
を
使
用
す

る
職
員
の
通
勤
手
当
の
額
を
改
め

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
等

を
行
う
も
の
。

○
議
案
第
四
号　

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た
監

査
委
員
の
任
期
が
平
成
二
十
五
年

十
一
月
三
十
日
で
満
了
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
た
に
山
田
大
鰐
町

長
を
選
任
し
た
。

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な

情
報
提
供
及
び
説
明
や
、
農
林
水

産
分
野
の
重
要
品
目
の
関
税
維
持

な
ど
を
求
め
実
施
し
た
も
の
。

　

要
請
に
は
、
本
会
の
舘
岡
会
長

や
三
村
知
事
ら
が
参
加
し
、
内
閣

官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
の
佐
々
木

国
内
調
整
総
括
官
に
面
談
の
う
え
、

要
請
事
項
を
強
く
求
め
た
。

　

要
請
に
対
し
佐
々
木
国
内
調
整

総
括
官
は
、
今
後
と
も
政
府
一
体

と
な
っ
て
国
益
を
守
る
形
で
交
渉

に
臨
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
可
能

な
限
り
の
情
報
は
提
供
し
て
い
き

た
い
、
な
ど
と
述
べ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
で
緊
急
要
請

県
内
地
方
六
団
体
等
が
合
同
で

ＴＰＰ協定交渉に関する緊急要請

　ＴＰＰ協定は、本県の基幹産業である農林水産業のみな

らず、国民生活や経済活動の幅広い分野に大きな影響を及

ぼすことが懸念されており、これまで、国に対して交渉参

加に反対の立場から様々な機会を捉え、幾度となく交渉参

加を行わないよう求めてきました。

　このような中、国においては、平成25年７月のＴＰＰ交

渉会合正式参加以降５回の交渉会合に臨んだところです

が、この間、国民に対する詳細な情報の提供が行われてお

らず、国民的議論が尽くされていない状況下で交渉が進展

していることは、誠に遺憾と言わざるを得ません。また、

県内の様々な団体等からも交渉の先行きを危惧する声が上

がっています。

　国においては、平成25年４月の衆参両院農林水産委員会

における決議を踏まえ、国民への十分な情報提供と説明を

行い、農林水産分野における重要品目の関税を維持するな

ど、我が国の基幹産業である農林水産業が将来にわたり持

続的に発展していけるよう、万全な対応を行うことを強く

求めます。 

提案理由を説明する舘岡管理者

26
年
度
予
算

な
ど
決
定

総
合
事
務
組
合



７ 　あおもり

　

本
会
は
一
月
八
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
拡
大
産
業

経
済
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
昨
今
の
農
林
水

産
業
・
農
山
漁
村
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
の
中
、
課
題
の
一
つ
で

あ
る
農
林
水
産
物
等
の
国
内
販
売

　

県
は
、
平
成
二
十
六
年
度
一

般
会
計
予
算
に
お
い
て
、
平
成

二
十
五
年
年
度
末
で
期
限
切
れ
を

迎
え
た
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
推
進
特
別
対
策
事
業
及
び
地

域
・
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
に
代
わ
る
新
た
な
支
援

措
置
と
し
て
、「
原
子
力
施
設
立

地
振
興
対
策
事
業
費
補
助
」（
単

年
度
四
・
九
億
円
、
五
か
年
総
額

二
十
四
・
五
億
円
）
及
び
「
地
域
・

産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
運
用
資
金
貸
付
金
」（
貸
付
金

額
五
十
億
円
、貸
付
期
間
十
年
間
）

及
び
海
外
輸
出
に
関
し
、
現
状
と

そ
の
課
題
等
を
理
解
し
、
今
後
の

各
町
村
の
農
林
水
産
物
等
の
販
路

拡
大
方
策
に
つ
い
て
と
も
に
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
。

　

販
路
拡
大
に
関
し
て
は
、
全
町

村
共
通
の
課
題
の
た
め
、
拡
大
委

員
会
の
位
置
付
け
で
全
町
村
長
を

対
象
に
開
催
し
、
会
議
に
は
十
九

町
村
長
（
代
理
出
席
副
町
長
一
名

含
）
が
出
席
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
鈴
木
委
員
長

（
田
舎
館
村
長
）
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
国
内
分
と
し
て
、
県
農
林

水
産
部
総
合
販
売
戦
略
課
の
村
上

課
長
が
「
青
森
県
総
合
販
売
戦
略

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
基
づ
く
平

成
二
十
四
年
度
の
取
組
状
況
及
び

二
十
五
年
度
の
分
野
別
取
組
」
に

つ
い
て
、
ま
た
海
外
分
と
し
て
、

日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

青
森
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
奥
所

長
が
「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
を
め
ぐ
る
状
況
と
ジ
ェ
ト
ロ
の

支
援
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

し
た
。

　

説
明
後
、
質
疑
応
答
及
び
意
見

交
換
を
行
い
、
出
席
町
村
長
か
ら

は
販
路
拡
大
に
向
け
た
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
舘
岡
会
長

か
ら
板
柳
町
に
お
け
る
り
ん
ご
輸

出
等
の
取
組
事
例
の
紹
介
が
あ
っ

た
。

　

本
会
で
は
、
委
員
会
で
の
意
見

交
換
等
を
踏
ま
え
、
物
産
の
販
売

戦
略
に
係
る
各
町
村
へ
の
支
援
に

関
し
て
、
今
後
、
具
体
的
に
検
討

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

の
制
度
を
創
設
し
た
。

　

本
会
で
は
昨
年
十
月
、
市
長
会

と
の
連
名
に
よ
り
、
原
子
力
施
設

の
立
地
に
伴
う
地
域
振
興
対
策
に

関
す
る
要
望
運
動
を
実
施
。
昨
今

の
電
力
各
社
の
厳
し
い
経
営
状
況

等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
電
気
事

業
連
合
会
等
か
ら
の
寄
付
を
要
請

す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
状
況
に

あ
る
と
の
認
識
の
下
、
立
地
・
周

辺
以
外
の
市
町
村
へ
の
支
援
制
度

の
創
設
並
び
に
、
地
域
づ
く
り
、

産
業
づ
く
り
に
係
る
支
援
事
業
の

維
持
確
保
を
求
め
て
い
た
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
全
国
山

村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部
並

び
に
本
会
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
は
四
者
共
催
に
よ
り
、

二
月
二
十
八
日
、
青
森
市
の
ホ
テ

ル
青
森
で
農
山
漁
村
活
性
化
研
修

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
町

村
長
を
は
じ
め
県
市
町
村
の
担
当

者
等
約
六
十
人
。

　

本
研
修
会
は
、
地
域
の
価
値
あ

る
自
然
や
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、

農
山
漁
村
の
自
立
・
再
生
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
、

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県

支
部
の
野
坂
副
支
部
長
（
横
浜
町

長
）
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
引
き
続

き
、
東
京
農
業
大
学
教
授
で
一
般

社
団
法
人
北
海
道
活
性
化
機
構
代

表
理
事
の
木
村
俊
昭
氏
が
「
地
域

経
済
の
活
性
化
〜
実
学
・
現
場
重

視
の
視
点
か
ら
〜
」
と
題
し
、
産

業
文
化
を
地
域
か
ら
世
界
に
向
け

て
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法

や
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
地

域
一
体
で
愛
着
心
を
持
て
る
よ
う

に
養
成
す
る
ひ
と
づ
く
り
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
具

体
事
例
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
た
。

農
林
水
産
物
等
の

販
路
拡
大
で
意
見
交
換

拡
大
産
業
経
済
委
員
会

講師は東京農業大学教授の木村俊昭氏

村上総合販売戦略課長（右）と奥ジェトロ
青森貿易情報センター所長（左）が説明

本
会
等
か
ら
の
要
望
を
受
け

地
域
振
興
支
援
制
度
を
新
創
設

地域経済の
活性化を
農山漁村活性化研修会
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町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
二
十
五
年

度
実
施
状
況
は
左
表
の
と
お
り
。

　

東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
と
青

森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
懇
談
会
連

絡
協
議
会
は
、
一
月
二
十
一
日
、

青
森
市
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

を
開
催
し
、
関
係
者
約
二
百
人
が

参
加
し
た
。

　

本
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別

委
員
会
で
は
、
当
講
演
会
を
町
村

長
の
原
子
力
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
本
委
員
会
の
研
修

会
と
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
た
も

の
。

　

講
演
会
で
は
、
東
北
エ
ネ
ル

ギ
ー
懇
談
会
の
高
橋
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
広
島
大
学
大
学
院

教
授
の
奥
村
晃
史
氏
が
「
活
断
層

調
査
を
め
ぐ
る
問
題
」
と
題
し
、

ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
東
谷

暁
氏
が
「
歪
み
続
け
る
原
子
力
を

巡
る
言
論
〜
福
島
第
一
原
発
事
故

後
の
情
報
空
間
」
と
題
し
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。

（
二
十
八
町
村
・
二
事
務
組
合
）、

総
受
験
申
込
者
数
は
八
百
人
と

な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
二
団
体
、

二
百
一
人
の
減
と
な
っ
た
。

　

二
十
六
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
課
【
電
話
０
１
７

（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
七
月

二
十
八
日
（
日
）、
九
月
二
十
二

日
（
日
）
の
二
回
の
全
国
統
一
試

験
と
、
そ
の
他
の
期
日
に
実
施
し

た
個
別
試
験
。

　

実
施
団
体
は
、
三
十
団
体

［

二
十
六
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
上
級
試
験
）

　
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
七
日
（
日
）

・
第
二
回
（
中
・
初
級
試
験
）

　
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
一
日
（
日
）

○
場
所

　

第
一
、二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
平
成
二
十
六
年
度
町
村
職
員

採
用
試
験
実
施
申
込
書
」
を
、

四
月
三
十
日
（
水
）
ま
で
に
本
会

へ
送
付
願
い
ま
す
。

25
年
度
実
施
状
況

26
年
度
実
施
申
込
受
付
中

平成25年度町村職員採用試験申込者数
（単位：人）

職　　　種

合計上　級 中　級 初　級
社会人

No. 団体名 行政 土木 建築 保健師 一般 保育士 社会
福祉 保健師 看護師 一般 消防 電気

1 平 内 町 24 1 7 32
2 今 別 町 2 1 8 11
3 外 ヶ 浜 町 9 5 14
4 蓬 田 村 8 4 12
5 鯵 ヶ 沢 町 4 20 24
6 深 浦 町 15 1 16
7 藤 崎 町 41 5 46
8 大 鰐 町 30 3 33
9 田 舎 館 村 40 40
10 板 柳 町 23 2 25
11 鶴 田 町 21 1 9 1 32
12 中 泊 町 27 1 4 32
13 野 辺 地 町 23 2 22 16 63
14 七 戸 町 57 57
15 六 戸 町 24 6 30
16 横 浜 町 9 2 11
17 東 北 町 33 2 4 39
18 お い ら せ 町 31 9 10 50
19 六 ヶ 所 村 7 1 4 1 13
20 東 通 村 10 10
21 風 間 浦 村 3 3
22 佐 井 村 9 9
23 三 戸 町 13 3 2 9 3 13 43
24 五 戸 町 24 2 1 27
25 田 子 町 5 3 8
26 南 部 町 30 1 5 22 58
27 階 上 町 28 4 32
28 新 郷 村 6 2 8

29 中 部 上 北
広域事業組合 19 19

30 北 部 上 北
広域事務組合 3 3

合　計 402 4 5 9 12 4 11 2 15 260 56 7 13 800

町
村
職
員
採
用
試
験

25
年
度
実
施
状
況
と
26
年
度
実
施
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
開
催
さ
れ
る
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平成26年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　三　沢　市　「広報みさわ」 ２月号※
準特選　弘　前　市　「広報ひろさき」　 ２月１日号※

広報紙部門（市部）
入　選　十 和 田 市　「広報とわだ」 10月号　
佳　作　つ が る 市　「広報つがる」　 ８月号　
奨励賞　八　戸　市　「広報はちのへ」　 ４月号　
奨励賞　平　川　市　「広報ひらかわ」　 ８月号　

広報紙部門（町村部）
入　選　おいらせ町　「広報おいらせ」 10月号　
佳　作　三　戸　町　「広報さんのへ」 12月号　
奨励賞　板　柳　町　「広報いたやなぎ」 11月号　
奨励賞　南　部　町　「広報なんぶちょう」 12月号　

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　つ が る 市　「広報つがる」　 ８月号※
佳　作　八　戸　市　「広報はちのへ」　 ９月号　
奨励賞　十 和 田 市　「広報とわだ」　 ４月号　
奨励賞　平　内　町　「広報ひらない」 10月号　
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」　 ５月号　
奨励賞　六 ヶ 所 村　「広報ろっかしょ」　 ２月号　

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　十 和 田 市　「広報とわだ」 10月号　
佳　作　蓬　田　村　「広報よもぎた」 10月号※
奨励賞　弘　前　市　「広報ひろさき」　 ９月１日号　

映像部門
入　選　青　森　市 ※
「防災クエスチョンin AOMORI～いつも心に防災意識を～」
佳　作　八　戸　市 ※
「八戸の公共交通～はちこと行くキューティーな路線バスの旅～」

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品
全国広報コンクールへの推薦団体は日本広報協会の会員団体

ト
で
は
、
特
産
品
の
展
示
・
販
売
、

郷
土
芸
能
の
披
露
の
ほ
か
、
新
た

に
開
発
さ
れ
た
特
産
品
や
新
商
品

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ

れ
た
。

　

今
回
は
、
全
国
九
百
二
十
九
町

村
の
う
ち
、
三
百
四
十
二
の
町

村
（
本
県
十
四
町
村
含
む
）
が
参

加
し
、
二
日
間
で
前
回
を
大
き
く

上
回
る
五
万
二
千
人
の
来
場
者
が

あ
っ
た
。
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

に
は
全
国
各
地
の
特
産
品
が
出
品

　

一
月
十
一
日
、
十
二
日
、
全
国

の
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
特
産
品

や
観
光
資
源
等
の「
宝
」を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全

国
町
村
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
町

イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
４
〜
町

村
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る
〜
」

が
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
メ

イ
ン
会
場
）、
有
楽
町
駅
前
地
上

広
場
（
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
）
の
二

会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
通
算
二
回

目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
イ
ベ
ン

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
一
月
三
十
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成

二
十
六
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村
か

ら
広
報
紙
十
九
点
、
写
真
三
十
一

点
、
映
像
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
三
沢
市
の「

広
報
み
さ
わ」

（
25
年
２
月
号
）
が
特
選
に
、
弘

前
市
の「

広
報
ひ
ろ
さ
き」

（
25

年
２
月
１
日
号
）
が
準
特
選
と

な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
。

　

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

さ
れ
た
ほ
か
、「
町
イ
チ
！
村
イ

チ
！
食
堂
」
で
の
郷
土
料
理
の
販

売
や
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

出
演
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
展
町

村
が
「
イ
チ
押
し
」
を
披
露
し
た
。

26 年県広報コンクール
広報紙総合の部「広報みさわ」が特選

賑わう展示・販売コーナー

東
京
で
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
４
」

県
内
14
町
村
も
特
産
品
Ｐ
Ｒ
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任
期
満
了
に
伴
う
西
目
屋
村
長
選

挙
は
、
一
月
二
十
一
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
関
和
典
氏
（
47
）
が
、
無
投

票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
監
査
委
員
、
村
議
会
副

議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
お
い
ら
せ
町
長

選
挙
は
、
二
月
二
十
三
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
元
職
の
三
村
正
太
郎
氏

（
64
）
が
、
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
旧
百
石
町
長
、
旧
百
石
町

議
会
副
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
部
町
長
選
挙

は
、
一
月
二
十
一
日
告
示
さ
れ
、
現

職
の
工
藤
祐
直
氏
（
58
）
が
、
無
投

票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
旧
名
川
町
長
、
旧
名
川
町

農
林
課
係
長

西
目
屋
村
長　

関せ
き　

　

和か
ず

典の
り　

氏

お
い
ら
せ
町
長　

三み

村む
ら

正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎　

氏

南
部
町
長　

工く

藤ど
う　

祐す
け

直な
お　

氏

３町村で首長選挙

平成26年度町村会関係主な行事予定
会議等の名称 日　時 場　所

町村会　理事会 ６月２日（月）　11時 町村会役員室

広報広聴協議会　理事会 ６月２日（月）　13時 町村会会議室

全国山村過疎地域振興連盟県支部　理事会 ６月２日（月）　13時15分 町村会役員室

発電関係市町村全国協議会県支部　総会 ６月２日（月）　13時30分 町村会会議室

総務厚生委員会 ６月３日（火）　10時30分 ラ・プラス青い森

産業経済委員会 ６月３日（火）　10時30分 ラ・プラス青い森

市町村長会議（町村の部） ６月３日（火）　13時30分 ラ・プラス青い森

平成27年度政府予算編成及び施策に関する要望運動 ６月予定 青森市内

町村会　監査会 ７月中旬予定 町村会役員室

町村会　理事会 ８月上旬予定 町村会役員室

町村長健康管理研修

８月26日（火）～ 28日（木）
　１日目　定期総会　15時
　２日目　健康管理研修
　３日目　半日ドック

鰺ヶ沢町
グランメール山海荘
青森市・総合健診センター

町村会　理事会 10月予定 町村会役員室

創立90周年記念式典 10月予定 青森市内

法令外負担金等委員会 11月予定 町村会役員室

県選出国会議員との懇談会 11月18日（火）　17時 東京都・ホテルニューオータニ

全国町村長大会 11月19日（水）　正午 東京都・ＮＨＫホール

北東北三県町村長中央研修会・交流会
（岩手県・秋田県町村会との合同開催）

11月19日（水）
　研修会　15時30分
　交流会　17時15分

東京都・ホテルニューオータニ

町村長行政調査研修 未定 未定
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成26年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23 沼　　田　　謙　　市
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 １ 27.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 １ 26. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17 葛　　 　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S18. 3. 4 ４ 27. 4.29 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 中　　野　　掔　　司 S 4.11. 7 10 26. 8.20 山　　本　　一　　郎
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 １ 27.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25
六 ヶ 所 村 古　　川　　健　　治 S 9. 5.28 ３ 26. 7. 6

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 １ 27. 4.23
佐 井 村 太　　田　　健　　一 S26.11.25 ４ 29. 4.21

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ４ 27. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫

　

本
会
が
設
立
に
携
わ
り
支
援
し
て
い
る
、
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
、
上
十
三

地
域
づ
く
り
研
究
会
及
び
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会
は
、
自
治
体
職
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
も
活
動
を
継
続
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
市
町
村
職
員
の
皆
さ
ん
、
他
市
町
村
の
自
治
体
職
員
と
共
に
、
自
己
研
鑚
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会

■
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

弘
前
大
学
教
授

■
対
象
市
町
村
等
及
び
25
年
度
会
員
数

　

弘
前
市
、
黒
石
市
、
五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
平
川
市
、
平
内
町
、
今
別

町
、
外
ヶ
浜
町
、
蓬
田
村
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、
西
目
屋
村
、
藤
崎
町
、
大

鰐
町
、
田
舎
館
村
、
板
柳
町
、
鶴
田
町
、
中
泊
町
、
中
南
地
域
県
民
局
、
西
北

地
域
県
民
局　

計
23
名

上
十
三
・
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会

■
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

青
森
公
立
大
学　

経
営
経
済
学
部
教
授　

天
野
巡
一　

氏

■
対
象
市
町
村
等
及
び
25
年
度
会
員
数

　

①
上
十
三
地
域
づ
く
り
研
究
会

十
和
田
市
、
三
沢
市
、
野
辺
地
町
、
七
戸
町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東
北
町
、

お
い
ら
せ
町
、
六
ヶ
所
村
、
上
北
地
域
県
民
局　

計
37
名

　

②
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会

む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風
間
浦
村
、
佐
井
村
、
下
北
地
域
県
民
局　

計
26
名

　
「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
」
は
、
平
成
26
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
趣
旨
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
主
な
助
成
内
容

　

１　

助
成
金
額
：
２
０
０
万
円
を
限
度
に
実
費
助
成

　

２　

助
成
対
象
経
費

　

謝
金
、
旅
費
、
印
刷
製
本
費
・
複
写
費
、
賃
借
料
、
通
信
運
搬
費
、
共
同

事
業
に
関
す
る
負
担
金
、
そ
の
他
事
業
を
行
う
上
で
本
会
会
長
が
必
要
と
認

め
る
事
業

■
申
請
期
限

　

平
成
26
年
６
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
事
業
計
画
申
請
書
を
本

会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
並
び
に
地
域
づ
く
り
研
究
会
に
関
し
て

は
、い
ず
れ
も
本
会
業
務
課
（
電
話
：
０
１
７
│
７
２
３
│
１
３
３
１
）
ま
で
。

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
を

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い

各
地
域
づ
く
り
研
究
会
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
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ま

ち
づくりへ

の

下北郡

東
ひがし

通
どおり

村
むら

  

東
通
村
は
、
村
総
合
教
育
プ
ラ
ン
「
教
育
環
境
デ
ザ
イ
ン
ひ
が
し

ど
お
り
21
」
に
基
づ
き
、
保
幼
小
中
一
貫
教
育
な
ど
総
合
的
な
教
育

環
境
の
充
実
に
よ
る
人
材
育
成
、
人
口
定
住
促
進
を
目
指
し
、
独
自

の
先
進
的
な
教
育
の
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
乳
幼
児
、
小
・
中
学
校
、

家
庭
・
地
域
な
ど
各
面
で
の
教
育

環
境
の
現
状
と
課
題
の
検
証
を
踏

ま
え
、
平
成
十
七
年
三
月
、
村
総

合
教
育
プ
ラ
ン
「
教
育
環
境
デ
ザ

イ
ン
ひ
が
し
ど
お
り
21
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
、「
人
づ
く
り

の
た
め
の
学
力
の
充
実
」
を
基
本

的
方
向
性
と
し
て
定
め
、
ま
た
、

最
終
的
目
標
に
、
二
十
一
世
紀
の

国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
村
を
リ
ー
ド

す
る
次
世
代
の
優
秀
な
人
材
を
輩

出
す
る
こ
と
、
教
育
環
境
デ
ザ
イ

ン
の
具
現
化
に
よ
り
、
子
供
を
持

つ
世
帯
に
魅
力
的
か
つ
先
進
的
な

教
育
の
村
と
し
て
、
定
住
志
向
を

高
め
、
県
内
外
か
ら
の
移
住
取
り

込
み
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

村
で
は
、
０
歳
か
ら
十
五
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
育
ち
を
繋
げ
る
た

め
、
保
幼
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

し
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
度
に

小
中
一
貫
教
育
が
本
格
導
入
さ
れ
、

い
よ
い
よ
今
年
、
こ
ど
も
園
の
卒

村
総
合
教
育
プ
ラ
ン
の

策
定

保
幼
小
中
一
貫
教
育
の

推
進

平成24年４月に開園した「こども園ひがしどおり」

英語教育の様子（小学校）

保
幼
小
中
一
貫
教
育
と
教
育
環
境
の
充
実

　

魅
力
的
か
つ
先
進
的
な
教
育
の
村
づ
く
り　

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成



13 　あおもり

園
生
が
初
め
て
小
学
校
に
入
学
し
、

保
幼
小
中
一
貫
教
育
の
実
践
と
な

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
切
れ
目
の
な

い
学
校
教
育
体
系
を
構
築
し
、
こ

ど
も
園
と
小
中
学
校
が
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
保
育
・
教

育
か
ら
中
学
校
ま
で
の
接
続
に
配

慮
し
た
指
導
計
画
と
な
る
よ
う
工

夫
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
あ
る
「
こ
ど
も
園
ひ
が

し
ど
お
り
」、「
東
通
小
学
校
」、「
東

通
中
学
校
」
は
施
設
一
体
型
で
の

充
実
し
た
教
育
環
境
エ
リ
ア
が
構

築
さ
れ
、
計
画
的
に
教
員
の
協
力

的
な
指
導
や
少
人
数
指
導
、
授
業

研
究
会
、
行
事
交
流
会
等
の
機
会

を
積
極
的
に
生
か
し
て
相
互
の
理

解
を
深
め
、
一
貫
性
の
あ
る
教
育

環
境
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

村
費
負
担
の
非
常
勤
講
師
を
公
募

し
加
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
年
、

村
が
独
自
に
小
・
中
学
校
常
勤
講

師
を
公
募
・
採
用
す
る
た
め
国
に

申
請
し
て
い
た
「
東
通
村
「
わ
が

村
の
先
生
制
度
」
特
区
」
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
市
町
村
費

負
担
に
よ
る
常
勤
講
師
の
採
用
は
、

東
北
初
の
取
り
組
み
で
し
た
。

　

特
区
認
定
以
降
は
、
毎
年
、
村

独
自
で
常
勤
講
師
を
採
用
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
は
教
諭
も
採
用

し
て
お
り
、
少
人
数
学
級
、
習
熟

度
別
学
習
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
、
教
科
専
任
制
等
の
き
め
細

か
い
学
習
活
動
を
展
開
し
、
学
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
は
「
東
通
村

英
語
教
育
特
区
」
が
認
定
さ
れ
、

翌
年
度
に
東
通
小
学
校
の
全
学
年

の
教
育
課
程
に
英
語
科
を
設
置
。

小
学
校
の
段
階
で
児
童
が
自
分
の

考
え
や
身
近
な
事
を
英
語
で
伝
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

基
礎
を
培
い
、
中
学
校
卒
業
時
に

は
、
堂
々
と
自
信
を
も
っ
て
英
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
力
を
付
け
る
と
と
も
に
、
外

国
の
文
化
等
に
直
接
触
れ
る
機
会

を
設
け
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を
備

え
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
園
に
お
い
て
も
、

村
か
ら
派
遣
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
主
体

の
も
と
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
の
歌

や
ゲ
ー
ム
等
の
遊
び
を
通
し
て
英

語
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
幼

少
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
意
識
し
、

小
学
校
外
国
語
活
動
の
準
備
段
階

と
し
て
適
切
な
テ
ー
マ
や
活
動
が

盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

保
幼
小
中
一
貫
教
育
の
柱
の
一

つ
で
も
あ
る
「
東
通
学
」
は
、
小

学
校
で
学
ぶ
従
来
の
教
科
や
教
育

課
程
外
の
学
校
教
育
活
動
に
加
え
、

村
に
固
有
の
も
の
を
積
極
的
に
教

材
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
東
通

科
」
を
中
心
に
連
携
さ
せ
る
も
の

で
、
人
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
原

動
力
と
な
る
「
創
造
す
る
力
」
を

育
む
場
と
し
て
位
置
付
け
た
も
の
。

　

こ
の
東
通
学
を
学
ん
だ
子
供
た

ち
が
、
保
幼
・
小
・
中
を
通
し
て

培
っ
た
「
育
ち
の
検
証
・
成
果
」

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
、

保
幼
小
中
一
貫
教
育
が
単
な
る
受

験
学
力
の
向
上
で
は
な
く
、
ト
ー

タ
ル
な
人
材
育
成
、
人
づ
く
り
で

あ
る
こ
と
を
実
践
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
に
は
、
中
学
生
を

対
象
に
「
東
通
村
学
習
塾
」
を
開

設
。
現
在
、
村
内
中
学
生
を
対
象

に
毎
週
水
・
土
曜
日
に
開
講
し
て

い
ま
す
。

　

村
内
に
は
、
現
在
、
学
習
塾
等

が
皆
無
な
状
況
で
、
む
つ
市
ま
で

通
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
、
交
通

手
段
が
な
く
て
通
え
な
い
状
況
、

金
銭
的
な
問
題
等
で
通
い
た
く
て

も
通
え
な
い
状
況
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
解
消
し
、

教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

教
材
費
・
テ
キ
ス
ト
代
は
保
護

者
負
担
で
す
が
、
む
つ
市
内
の
学

習
塾
か
ら
招
い
て
い
る
講
師
へ
の

謝
礼
等
は
村
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
保
護
者
・
住

民
が
深
く
学
校
教
育
に
参
画
し
、

教
育
に
対
す
る
気
運
が
醸
成
さ
れ
、

保
護
者
・
住
民
・
学
校
・
教
育
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

※
東
通
村
の
教
育
の
村
づ
く
り
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
通

村
教
育
委
員
会
（
０
１
７
５
│

２
７
│
２
１
１
１
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

村
費
負
担
教
員
採
用
で

教
育
充
実

英
語
活
動
・
国
際
化
教
育

の
推
進

「
東
通
学
」
の
充
実

村
営
学
習
塾
を
開
設

今
後
の
展
望

東通科の授業の様子（小学校）

海外研修の様子（中学校）
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町 村 ト ピ ッ ク ス

『
ミ
ニ
白
神
』
の
名
称
が

変
わ
り
ま
す
！

温
泉
に
行
こ
う
！

｢

よ
も
ぎ
温
泉｣

　大鰐温泉スキー場として知られる「あ
じゃら公園」の中にひっそり佇む茶室。
　桜の園と呼ばれるエリアで、知る人
ぞ知る桜の花見ポイントとして人気が
あります。
　ご家族連れでゆっくりと園内を散策
しながら、春を満喫できるスポットです。
　公園内からは残雪を抱く岩木山など
津軽平野も遠望できます。
　大鰐温泉のご入浴と合わせて、是非
一度足を運んで見てはいかがでしょう
か。

南津軽郡

お
お
わ
に
ま
ち

大
鰐
町

あ
じ
ゃ
ら
公
園
の
桜

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

　平成９年のオープン以来、皆さまに
親しまれてきたブナ林散策ゾーン「ミ
ニ白神」が、今年度より『白神の森遊
山道』に名称変更し再スタートします。
季節ごとに移り変わるブナの森を歩い
てみませんか？
◆入山情報：４月20日～10月31日（期
間中無休）※料金等その他詳しくは
お問合せください。　

　140人を収容できる大浴場と、打た
せ湯、サウナを備えたいで湯は、村民
だけでなく観光客も癒してくれる憩い
の場。海で山でたっぷりと大自然を満
喫したあとは、やっぱり温泉がいちば
ん。
●開館時間／午前９時～午後９時
●休館日／毎週火曜日（火曜日が祝日
の場合は翌日）
●入浴料／大人　350円　小・中学生
140円　幼児　60円

東津軽郡

よ
も
ぎ
た
む
ら

蓬
田
村

　七戸町の春を彩る「天王つつじまつ
り」が、５月中旬から下旬に、七戸町
天王神社境内で開催されます。燃える
ように真っ赤なつつじが、境内一面に
咲き乱れる様子は絶景です。ぜひお越
しください。
（ライトアップ時間：午後６時頃から
の予定）
※七戸町役場七戸庁舎または相葉館の
駐車場をご利用ください。 上北郡

し
ち
の
へ
ま
ち

七
戸
町

天
王
つ
つ
じ
ま
つ
り

問い合わせ先　大鰐町役場企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-48-2111

問い合わせ先　七戸町役場商工観光課
　　　　　　　TEL 0176-62-2137

問い合わせ先　蓬田村ふれあいセンターよもぎ温泉
　　　　　　　TEL 0174-27-2170

しらかみ の  もりゆう

ざんどう

問い合わせ先　（一社）鰺ヶ沢町観光協会　TEL 0173-72-5004
　　　　　　　白神の森 遊山道　TEL 0173-79-2009
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

大
間
町
海
峡
保
養
セ
ン
タ
ー

　桜のころ、村では『2014たのしむべ！
フェスティバル』が開催されます。
　県南で春一番に打ち上げられる花火
大会をはじめ、賑やかなステージイベ
ントなど、子どもから大人まで楽しめ
る多彩なイベントが盛りだくさん。ど
うぞご来場ください。
◎５月10日（土）オープニングイベン
ト・花火大会、11日（日）お笑いステー
ジ・ビンゴ大会など上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

２
０
１
４
た
の
し
む
べ
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　大間町海峡保養センターは本州最北
の温泉です。泉質はナトリウム、カル
シウム（塩化物泉）で、リウマチや運
動器障害などに効果があります。
　ご宿泊はもちろん日帰り入浴やお食
事もお楽しみいただけ、宿泊や宴会で
は、新鮮な海の幸が評判です。旅の疲
れを最北の地で癒やしてみてはいかが
でしょうか？
　ご宿泊料金　●１泊２食付き
　　　　　　　お一人様　7,290円～
　詳しくは大間温泉ホームページをご
覧ください。
http://cld1.worldcom.ne.jp/̃omaonsen/

下北郡

お
お
ま
ま
ち

大
間
町

　五戸町ではたくさんの桜を見ること
ができます。その中でも「小渡平公園」
には広々とした敷地に天然芝が敷か
れ、４月下旬から５月上旬にかけて梅
や桜の花を楽しむことができます。そ
のほかにも「うつぎさわの枝垂桜」は
夜になるとライトアップされ、幻想的
な桜を見ることができます。

三戸郡

ご
の
へ
ま
ち

五
戸
町

問い合わせ先　六ヶ所村役場　商工観光課（六ヶ所村観光協会事務局）
　　　　　　　TEL 0175-72-2111（内線 264）

問い合わせ先　大間町海峡保養センター
　　　　　　　TEL 0175-37-4334

問い合わせ先　五戸町観光協会
　　　　　　　TEL 0178-62-7155

桜
・
さ
く
ら

　南部町春まつりが５月３・４日、法
光寺境内を主会場に開かれます。初日
の稚児入山行列には、色鮮やかな衣装
を身にまとった町内の園児が参加し、
まつりに花を添えます。また、芸能発
表会やカラオケ大会なども行われるほ
か、法光寺周辺では、果樹の花見散策
ウォークが開催され、町の自然を満喫
することができます。（散策ウォーク
の参加には、申込みが必要になります）三戸郡

な
ん
ぶ
ち
ょ
う

南
部
町

問い合わせ先　春まつり　南部町役場商工観光課　TEL 0178-76-3230
　　　　　　　果樹の花見散策ウォーク
　　　　　　　南部町役場農村交流推進課　TEL 0178-76-2310

華
や
か
に
彩
る
稚
児
行
列
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　33％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

山　

口　
　
　

昇

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

次
長
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　

澤
田　

憲
郎

副　

参　

事　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　

高
橋　

由
依

事　

務　

員　

髙
橋
美
登
理

臨
時
事
務
手　

髙
橋　

結
衣

﹇
共
済
事
業
﹈　　
　
　
　
　

総
括
副
参
事　

小
松
田　

真

副　

参　

事　

澤
田　

博
美

臨
時
事
務
手　

神
谷
絵
里
香

臨
時
事
務
手　

倉
内　

愛
理

非
常
勤
事
務
員　

松
田　

清
子

（
総
務
関
係
）
人
事
、
規
約
・
諸

規
程
の
改
廃
、
予
算
、
関
係
諸
団

体
等
と
の
連
絡
調
整
、
各
業
務
の

統
合
調
整
、
総
会
そ
の
他
の
諸
会

議
、
総
務
厚
生
委
員
会
、
顧
問
弁

護
士
、
表
彰
、
軽
自
動
車
税
の
移

動
、
文
書
の
収
受
・
発
送
、
各
団

体
の
予
算
経
理
、
現
金
・
有
価
証

券
の
出
納
・
保
管
、
決
算
、
物
品

の
出
納
・
保
管
、
他
の
所
管
に
属

し
な
い
こ
と

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員

火
災
・
自
動
車
共
済
、
任
意
共
済

保
険
、
団
体
定
期
保
険
、
総
合
賠

償
補
償
保
険
、
個
人
年
金
共
済
、

消
防
設
備
資
金

業　
　

務　
　

課

参
事
・
業
務
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　

土
岐　

昌
二

副　

参　

事　

吉
本　

知
己

主　
　
　

査　

大
坂　
　

謙

事
業
計
画
、町
村
行
財
政
の
調
査
、

産
業
経
済
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
市
町
村
職
員
の
研
修
会
、

会
報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

山　

口　
　
　

昇

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

次
長
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

・
会
計
管
理
者　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

澤
田　

憲
郎

副　

参　

事　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　

高
橋　

由
依

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　

佐
々
木
明
夫

課　
　
　

長　

髙
橋　

淳
一

副　

参　

事　

伊
藤　

義
章

総
括
主
幹　

鹿
内　
　

勉

総
括
主
幹　

平
野　

法
泉

総
括
主
幹　

田
中　

雅
伸

主　
　
　

事　

加
藤　
　

奨

専　

門　

員　

小
山　
　

孝

専　

門　

員　

木
村　

榮
一

研
修
職
員（
主
幹
）　

福
士　

寿
幸

研
修
職
員（
主
事
）　

秋
田　

伸
哉

臨
時
事
務
手　

工
藤　

誠
子

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す
る

事
務

主　
　
　

事　

鈴
木　

雅
俊

町
村
職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振

興
発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、

市
町
村
職
員
等
の
自
主
研
究
の
支

援
、
県
広
報
広
聴
協
議
会
、
全

国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支

部
、
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議

会
県
支
部
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随 想
第21話

野
の

坂
ざか

　　充
みつる

横浜町長

プロフィール

町議会議長、町観光協会長。
現在３期目、63歳。

な
く
さ
れ
な
い
も
の

・
春
は
菜
の
花　

日
本
一

・
夏
の
夜
空
に
乱
れ
飛
ぶ
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
の
美
し
さ

・
錦
織
り
成
す
吹
越
烏
帽
子
岳

・
天
下
一
品
横
浜
な
ま
こ

・
人
の
情
に
心
も
熱
く
北
の
大
地

に
夢
を
追
う

　

こ
れ
は
、
平
成
九
年
四
月
に
町

観
光
協
会
の
会
長
に
就
任
し
同
年

十
二
月
に
結
成
さ
れ
た
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
の
「
横
浜
物
語
」
の
口
上

で
す
。

　

横
浜
町
は
海
・
原
・
山
と
自
然

豊
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
南
北

二
十
三
㎞
、
東
西
十
二
㎞
周
囲

六
十
八
㎞
、
面
積
一
二
六
・
五
五

㎢
の
細
長
い
農
業
と
漁
業
を
中
心

と
し
た
町
で
す
。

　

気
候
は
、
ヤ
マ
セ
（
偏
東
風
）

の
影
響
を
強
く
受
け
る
た
め
に
日

照
不
足
、
低
温
が
続
き
、
冬
期
間

は
西
風
が
極
め
て
強
く
雪
と
相

ま
っ
て
厳
し
い
環
境
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
の
産
業
構
造
で
す

が
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
水
稲
を

主
に
馬
鈴
薯
、
長
芋
、
人
参
、
ゴ

ボ
ウ
、
菜
種
、
畜
産
な
ど
の
複
合

経
営
の
農
業
形
態
で
あ
り
、
馬
鈴

薯
は
横
浜
町
の
風
土
と
気
象
条
件

に
合
っ
た
作
物
と
し
て
契
約
栽
培

が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
旨
い
と
味

に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
馬
鈴
薯
、
後
作
に
菜
種

と
こ
れ
が
輪
作
の
ベ
ス
ト
だ
と
作

付
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
菜

種
油
を
取
る
だ
け
で
は
な
く
菜
の

花
畑
で
は
日
本
一
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
さ
れ
て
地
域
振
興
、
産
業
振

興
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
に
は
ホ
タ
ル
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
北
限
と
い
わ
れ
る
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
の
繁
殖
を
南
地
区
の
子

供
会
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
で
ま
た
県

内
外
の
協
力
を
得
て
ホ
タ
ル
村
の

方
々
が
地
道
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ホ
タ
ル
が
年
々
増
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え

て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

　

初
心
者
向
け
の
登
山
者
か
ら
注

目
を
集
め
つ
つ
あ
り
ま
す
標
高

五
百
七
ｍ
の
吹
越
烏
帽
子
岳
か
ら

の
眺
め
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
む

つ
湾
も
太
平
洋
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
特
に
春
に
は
海
の
青
、
里
の

菜
の
花
の
黄
色
と
山
の
緑
、
そ
し

て
透
き
通
っ
た
青
い
空
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

秋
に
は
稲
穂
の
黄
金
色
が
美
し

い
景
観
に
変
え
錦
を
織
り
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
最
高
の
自
然
は

子
々
孫
々
ま
で
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

冬
は
も
ち
ろ
ん
横
浜
町
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
人
気
の
高
い
横
浜
な

ま
こ
、「
正
月
は
横
浜
町
の
な
ま

こ
で
な
い
と
」
と
言
う
ほ
ど
フ
ァ

ン
も
多
く
、
こ
れ
も
、
戦
後
に
漁

協
役
員
の
方
々
が
苦
労
し
て
津
軽

や
秋
田
県
へ
背
負
っ
て
売
り
歩
い

た
か
ら
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ホ
タ
テ
養
殖
も
あ
り
、
む
つ

湾
の
豊
か
な
魚
貝
類
は
宝
も
の
で

す
。

　

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
、
国

道
二
七
九
号
線
が
暴
風
猛
吹
雪
に

よ
り
大
型
車
が
道
を
ふ
さ
い
で
し

ま
い
、
数
百
台
の
車
が
立
ち
往
生

し
不
通
と
な
り
横
浜
町
は
完
全
に

孤
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
避
難

所
の
開
設
に
あ
た
り
国
道
沿
線
の

全
て
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
商

店
に
は
店
を
一
晩
中
開
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
し
、
消
防
団
員
に
は

全
車
両
の
安
否
確
認
そ
し
て
避
難

場
所
へ
の
誘
導
、
車
両
の
脱
出
作

業
に
奔
走
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

避
難
者
を
受
け
入
れ
た
の
は
避

難
所
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
般
家
庭
や
企
業
で
も
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
民
家

の
方
々
も
ト
イ
レ
を
貸
し
た
り
オ

ニ
ギ
リ
や
暖
か
い
も
の
を
差
し
入

れ
し
た
り
と
善
意
の
輪
が
広
が
り

続
け
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
一
人
の
犠
牲
者

も
無
く
翌
日
夕
方
に
全
面
復
旧
い

た
し
ま
し
た
。
困
っ
た
時
に
は
自

然
に
助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
人

情
の
厚
い
町
民
、
そ
の
出
来
事
を

横
浜
中
学
校
の
先
生
方
が
生
徒
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
体
験
を
踏
ま

え
生
き
た
教
材
、
道
徳
教
育
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
さ
ら
に
町
民
が
安
全
に

安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
絆
を
深

め
る
た
め
に
元
気
な
町
内
会
活
動

助
成
事
業
、
が
ん
ば
る
団
体
活
動

助
成
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
人
の
輪
が
つ
な
が
り
、
人
の
和

が
広
が
っ
て
い
く
菜
の
花
の
ま
ち
、

よ
こ
は
ま
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
北

の
大
地
で
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
も
百
二
十
七
ha
の
菜
種
が

作
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
五
月

の
第
三
日
曜
日
、
五
月
十
八
日

に
「
二
〇
一
四
菜
の
花
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル 

in 

よ
こ
は
ま
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
満
開
の
菜
の
花
、

幸し
あ
わ
せ
い
ろ

福
色
に
染
ま
り
に
足
を
運
ん
で

み
て
は
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
横
浜
町
で
は
絶
対
な
く

さ
れ
な
い
も
の
で
す
。


